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都議会レポート 

（足立区選出） 

  
政権交代後からの報告 

がん条例提出、市場予算、食の安全を条件に可決 

   大西さとるが委員長を務める文教委員会では、現在検討されている障害をもつ子

どもたちのための特別支援教育第３次計画の内容、（特に足立区には、南花畑特

別支援学校と城北特別支援学校の 

２つの特別支援学校が存在し、そ 

の運営形態が大きく変わることに 

なります。）また、私学に子どもを 

通わせる親の経済的支援、３年後 

に開催される東京国体の運営など 

を中心に審議しています。子どもた 

ちの将来を大きく左右する大切な 

議論が連日展開されています。 

都議会第一党になっての変化 

マニフェストへの尽力 

    3年前の夏、皆様の熱いご支援により政権交代を成

し遂げることができましたが、その後、その大きなご期

待に現政権が応えることができたかというと、反省点も

多々あると思っています。私はここで２つのことを申しあ

げたいと考えています。 

   我々都議会民主党は、都民の総合的ながん対策が必要と考え、今定例会で「東
京都がん対策推進条例」を提出しました。しかしながら、自民・公明両会派が否定
的な見解を示し、否決されることとなりました。 

  

   未曾有の国難であった東日本大震災と原発事故は、都政運営に防災力の向上と環

境・エネルギー対策という新たな課題を突きつけ大きな政策転換の機会を与えました。 

   一方、今日のグローバル化の中、東京をアジアヘッドクォーター特区、ＭＩＣＥ拠点と

して発展させ、起業支援や人材育成を推進する戦略も求められているため、都議会民

主党は、平成24年度予算が、こうした新たな課題にも対応する予算となるよう求めまし

た。また、築地市場の移転問題では、「食の安全を最優先する」との知事答弁を得た上

で、3項目の付帯条件をつけて、関連予算に賛成することとしました。（裏面参照 ） 

  

都民の安心・安全取り戻す二十四年度予算を 
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都民投票条例の修正案を提出、 

          残念ながら否決される！    １つはマニフェストに書かれたことが実現できていない 

点。当時野党時代としての限界があり、実現しづらい内 

容が存在していた事実です。無駄をなくす努力を行い、 

単年度で約７兆円の経費削減をしましたが、これもマニ 

フェストで約束した施策を実現するための額には遠く及びませんでした。その結果、

高速道路の無料化も軌道修正せざるをえませんでした。 

    しかしながら一方で、多くの施策が実現できました。これは、２つめとしてお伝えし

たいことになりますが、自公政権では、できなかったことがかなり成し遂げられたこと

です。マスコミはマニフェスト総崩れなどと酷評していますが、実は、実現した政策も

たくさんあります。 

   中学生にまで子どもに対する手当てを支給していますし、農家の戸別所得補償、高

校授業料無償化などは相当前進しました。求職者支援法の制定、雇用保険の適用

拡大、最低賃金の上昇など、たくさんの成果が見られます。 

    私の所属する東京都議会においても、民主党が

第一党になり数々の成果があがっています。例え

ば、決算不認定です。年間６兆円を超える東京都

の一般会計予算、予算決定には、相当の時間が

費やされ審議されるものの、一度決定した予算は、

ほとんどノーチェックで使い果たされてきました。 

                                                            （裏面に続く） 
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 【大西さとる プロフィール 】 

●1961年  サラリーマンの家庭に次男として生まれる。 

●1986年  立命館大学経済学部卒業。 

       富士通株式会社入社。社長賞２度受賞。 

●1997年  自ら政治改革を志し、富士通株式会社を退社。 

●1998年  衆議院議員細川律夫公設第一秘書。 

●2001年  東京都議会選挙に民主党公認候補として立候補    

       29,129票得るも次点で惜敗。 

       森ビル株式会社で働きながら、次期都議選を目 

                 指し活動再開。 

●2004年  森ビルを退社し、都議選準備に専念。 

●2005年  東京都議会選挙に初当選。西新井栄町１丁目に 

                 妻と３児と在住。 

●2008年 早稲田大学大学院公共経営研究科（修士）卒業 

●2009年 東京都議選挙2期目当選 

                現在、都議会民主党幹事長代行 

■所属委員会・評議会  

◇文教委員会委員長(21年～） ◇文教委員会副委員長(20
年～） ◇ 公営企業委員会理事（～20年） ◇都議会民主党
副幹事長(18年～19年）◇オリンピック招致特別委員会 ◇
平成18年度各会計決算特別委員 ◇平成１９年度公営企業決
算特別委員 ◇都議会議員の調査活動等に関する調査特別委
員会理事(～21年） ◇東京都中央卸売市場取引業務運営協
議員 (～21年）◇東京都住宅供給公社評議員 

都議会民主党幹事長代行 

都議会レポート 

 東京都議会議員 大西さとる事務所  

◇都政報告会◇ 
          国会議員による国政報告も同時開催予定。 

 

      日時 ： １月２8日(木）１９時～２０時半 

      場所 ：  西新井ギャラクシティ ２階 

                                             (西新井駅東口 歩３分） 

                足立区栗原1 -3-1 ℡ 03-5242-8161 
どなたでも、参加自由です。また、事前連絡不要です。 

是非ご参加ください。もちろん無料。お待ちしております。  

その内容は、現在地再整備について改めて検討すると
ともに、シンポジウムや公開討論会など、都民の声を
幅広く聞く場を設けるべきだというものであります。 

また、石原知事も、都議選の結果を受けて、7月17日

の定例会見では、必要なら専門家を入れてもう一度検

討してもいいとしており民主党でも、そのための検討委

員会を速やかに設置すべきであると考えています。 

この申し入れに対し都側からは、「この問題は２０年来

の議論の経過がある。また、市場の関係団体からは、

移転推進の要望をいただいている。これが都側の一義

的な考えだが、申し入れは申し入れとして受け取る」旨

の発言がありました。  

 

 

    

 一方、 ご当地、足立区におきましては、学力レベル向上の施策として「進学指導推

進校」の指定を実現することができました。進学校の地域的な偏在、地域格差を解消

し、学問の道で頑張ろうとしている子ども達を応援する施策の実現です。他には、慢

性的な混雑に悩まされ続けている国道4号線「日光街道」。この渋滞緩和のために、

現在は、「試験的」ではありますが、時間帯により、青信号の時間が変更し渋滞発生

を抑える新しいシステムを導入しました。 

    

〒121-0816 足立区梅島1-12-6 高橋ビル2F 

Tel 03-3849-7847   Fax 03-3849-7846                                                                                                                                                         

HP      http://onishi-satoru.jp 

E-mail   satoru@onishi-satoru.jp 

事務所のご案内 
梅島駅前に事務所を開設しております。 都

政に関するご意見、ご要望など、ぜひご気

軽にお立ち寄りください。 

元選挙事務所
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   【第一党としての責任】          

  この状況にわたしたち都議会民主党は「都議会史上初の決算不認定」の裁定を下

しました。今回の一件が今後の都の予算の使い方を大きく変える事になります。 

   また、計画停電の被害を受けた足立区。その経験を活かし、「省エネ型東京づくり 

アクションプラン」をまとめ上げ、都に緊急提言を実行。それを基に「省エネ条例」を議

員提案条例として提出、可決することができました。東京都議会で議員提出条例が成

立したのは、実に21年ぶりの快挙となりました。議員本来の職務である立法の仕事を

怠らず、今後も都民生活の向上に役立ててまいります。 

   他にもこの3年間を振り返ってみますと、羽田空港の国際化、東京港の国際コンテ

ナ戦略港湾の指定、東京外郭環状道路の延伸、防災都市としての機能強化、都立高

校生150人を海外留学させる「次世代リーダー育成道場」の開始、ディベート教育や

外国語教育の充実など、様々な成果が現れれています。 
 

   定期的に、実現する政権交代、これに
よりこれにより政治が更新され癒着行政
からの脱却や、新しい施策ができあがり
ます。そのような状況が生まれてこそ、そ
の利益は国民である皆様が享受できるこ
ととなります。健全な２大政党政治の実
現を目指してこれからもがんばって参り
ます。 

  皆様方のご理解と、ご支援を宜しくお願
い申しあげます。 

  

（表面より） 

足立区における施策の実現、教育レベルの向上、4号線の混雑緩和 

 

    

  

区市町村の防災対策との連携・協力で
減災の推進を！ 

皆様のご意見募集中 
   

 

  皆さんのお子さんやお孫さん、そしてこ

れから生まれてくる子ども達、次の世代 
のことを真剣に考えた政治に全力で取り

組みます。 
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